
No.96 d~i\損 日 発 行昭和 6 0 年 10月 1

可.

10月号'85 
発行・昭和町役場干 409-38山梨県中巨摩郡昭和町押越 542-2TEL 0552-75-2111編集・総務課

第
三
回
昭
和
町
子
ど
も
奈
(

主
催
・
昭
和
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ

指
導
者
協
議
会
会
長
・
ネ
昌

夫
)
が
九
月
十
六
日
制
参
加
十

一
チ
!
ム
に
よ
り
盛
大
に
行
わ

れ

こ d ま
のし
日た

各
地，

区
子
供
ク
ブ

ブ
が
一
生
融
問
、
命
作
っ
た
手
守
つ
く

り
の
み
こ
し
・
山
車
等
を
繰
り

出
し
一
大
み
こ
し
祭
を
展
開
、

な
か
に
は
臼
年
か
い
じ
国
体
ボ

ク
シ
ン
グ
を
テ
!
マ
に
し
た
山

皐
も
あ
り
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
、
子
ど
も
達

の
元
気
な
掛
け
声
が
大
空
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

=青空と緑と産業のまち昭和町一

I"l(俗、 本町は

I ~墜と'打でλ ボクシング

F叉='(JV¥ 会場です吊~I 、ミ云シ、

も長均11&:.':> 'J好む

かいひ JR竺.H

国俸を成功させよう

・かも、じ国体・会期…・…・・

冬季大会…61年 1月 28日.....， 31日

夏季大会…61年 9月 7日.....， 10日

秋季大会…61年 10月 12日.....， 17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……

61年 10月 25日.....， 26日
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**台湾チーム来町**

国
際
親
善
・
全
山
梨
対
台
湾
高
校
進

技
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
(
主
催
・
山
梨
県

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
・
県
教

育
委
員
会
)
は
八
月
二
十
三
日
、
昭
和

町
吋
氏
体
育
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
開

会
式
で
は
、
山
梨
県
知
事
代
理
、
石
原

町
長
の
歓
迎
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
友
好

の
し
る
し
と
し
て
記
念
品
の
交
換
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
本
町

が
国
体
の
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
大
勢
の
吋
氏
の
皆
さ
ん

が
つ
め
か
け
熱
い
声
抜
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

試
合
は
、
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
か
ら
ウ

エ
ル
タ

l
級
ま
で
日
試
合
を
行
い
、
全

山
梨
は

6
勝

5
敗
と
勝
ち
越
し
、
六
十

一
年
か
い
じ
国
体
に
向
け
て
、
頼
も
し

い
フ
ァ
イ
ト
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

記
・
「
中
日
高
校
拳
撃
親
善
」

判定に緊張の一瞬 かいじ国体に向けて'

いんる~lllLlllljlllllllllll./"k...'..j，.l..i../"l，.正J正~~ι'?ill?????II?'LZ2 I?II?I??I~辺4J.】込る~

り乙
上の 中
げ高心
ら塚部
れは分
てほの
構 ぼ掘
築全り
さ面下
れ砂げ
てにに
いよよ
るつつ
乙てて
と 盛

ストレート

平
安
時
代

約
二

0
日
間
の
発
掘
調
査
で

に
な
っ
た
内
容
、
成
果
を
要
約

る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

A
V

義
清
神
社
境
内
地

遺
構
構
築
面
は
地
表
下

m
i

層
序
か
ら
い
え
ば
第

2
層
の
黄

上
面
で
あ
る
。
乙
の
土
層
は
、

内
地
全
域
に
及
ん
で
一
様
に
堆

お
り
、
厚
さ
は
平
均
叩
仰
程
度
で

の
土
層
の
下
部
は
砂
層
、
砂
磯
層
が
続

き
、
か
つ
て
氾
濫
を
受
け
た
状
況
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
遺
構
構
築
面
か
ら
は
、

土
師
質
系
の
土
器
片
が
多
数
検
出
さ
れ

て
お
り
、
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
も
黄

色
土
層
が
往
時
の
生
活
面
で
あ
っ
た
乙

と
と
裏
づ
け
て
い
る
。
遺
構
群
及
び
出

遺
物
等
か
ら
義
清
神
社
境
内
地
に
お
け

る
遺
跡
の
性
格
は
、
小
土
塁
を
伴
う
館

跡
な
い
し
、
そ
れ
に
類
似
す
る
性
格
を

も
っ
遺
跡
と
推
定
す
る
乙
と
が
で
き
、

そ
の
構
築
年
代
は
ロ
世
紀
代
で
、
以
後

わ
ず
か
な
が
ら
継
続
使
用
さ
れ
て
い
っ

た
乙
と
が
想
定
で
き
る
。

+
墳
墓
地
(
お
こ
ん
こ
山
)

を
設
け
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
時
点
で
は
、
高
塚
内
部

か
ら
埋
葬
主
体
部
等
は
検
出
で
き
ず
、

性
格
、
年
代
と
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
状
況
と
構
築
方
法
か
ら
少
な
く

と
も
古
墳
時
代
(
四
世
紀

1
七
世
紀
中

ζ
ろ
)
に
お
け
る
古
墳
で
は
な
い
乙
と

が
判
明
し
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
成
果
と
今
ま
で
の
記
録
、
伝
承
な
ど

を
総
合
し
て
、
本
遺
跡
の
性
格
や
機
能
1

年
代
等
を
今
後
引
き
続
き
詳
し
く
調
査

研
究
し
て
、
伝
承
の
生
ま
れ
た
背
景
や
、

さ
ら
に
は
義
清
、
清
光
及
び
そ
の
一
族

が
平
安
時
代
の
未
以
降
、
甲
斐
圏
内
で

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か

な
ど
を
総
合
的
に
探
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る
人
に
限
り
送

金
小
切
手
に
よ
り
支
払
い
を
致
し
ま
す

0

0
支
払
請
求
の
方
法

支
払
い
を
受
け
る
人
は
役
場
指
定
の

請
求
書
に
は
必
ず
支
払
方
法
を
記
入
す

る
乙
と
に
な
っ
て
居
り
、
現
金
払
い
の

場
合
は
請
求
書
に
捺
し
た
印
を
届
出
て

頂
き
ま
す
。
支
払
時
に
使
用
す
る
印
は

そ
れ
と
同
一
で
な
け
れ
ば
そ
の
時
支
払

い
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
現
金
払

い
の
場
合
は
印
の
取
扱
い
に
充
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
金
融

機
関
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
を

請
求
書
を
出
す
折
記
入
し
て
頂
き
ま
す
。

印
は
預
金
登
録
印
と
は
異
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

場
出
納
室
へ
お
電
話
下
さ
い
ご
説
明
致

し
ま
す
。

指定金融機関、山梨中央銀行

昭和支庖派出所に勤める

あきもと ち ぐさ

穐本千種さん

行
政
相
談
員
は

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役

皆
さ
ん
が
、
日
頃
、
国
や
県
、
市
町
月
十
九
日
出
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政

村
の
仕
事
に
つ
い
て
『
乙
れ
は
困
っ
た
、
相
談
週
間
」
と
定
め
て
、
全
国
的
に
行

何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
悩
ん
政
相
談
所
を
開
明
日
は
い
た
し
ま
す
。

で
い
る
と
と
や
『
こ
う
し
て
ほ
し
い
』
昭
和
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

と
い
う
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
御
利
用
下

し
た
ら
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。
さ
い
。

相
談
は
無
料
・
秘
密
で
、
お
申
出
は

O
日

口
頭
、
文
書
、
電
話
等
何
で
も
結
構
で

す。
総
務
庁
で
は
、
乙
の
「
行
政
相
談
制

度
」
が
皆
さ
ん
に
十
分
知
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
来
る
十
月
十
三
日
目
か
ら
十

十
月
十
七
日
(
木
)

午
後
一
時

i
四
時

昭
和
町
中
央
公
民
館

九
月
一
日
か
ら
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
と
と
も
あ
り
、
町
で
は
、
交
通
安
全
協
会

昭
和
支
部
・
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
な
ど
の
協
力

に
よ
り
九
月
四
日
通
勤
時
間
帯
の
朝
七
時
三

O
分
か

ら
と
十
日
の
帰
宅
時
間
の
午
後
五
時
か
ら
の
二
回
、

約

一
時
間
の
間
昭
和
バ
イ
パ
ス
に
お
い
て
シ
!
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
街
頭
指
導
を
行
い
チ
ラ
シ
に
よ
る
着
用

の
徹
底
の
お
願
い
、
正
し
い
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

九
月
一
日
実
施
か
ら
一
ヶ
月
を
過
ぎ
て
み
る
と
、

高
速
道
路
で
の
着
用
率
は
高
ま
っ
た
が
、
一
般
道
を

走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
徹
底
し
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
一
般
道
で
は
走
行
距
離
も
短
く
面
倒
だ
、
と

い
う
声
も
一
部
に
あ
る
が
、
交
通
戦
争
の
中
で
自
分

の
命
を
守
る
た
め
、
ま
た
相
手
に
め
い
わ
く
を
か
け

な
い
と
い
う
意
味
で
、
自
分
の
考
え
方
か
ら
シ
1
卜

ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
、
望
ま
れ
る
。時

O
場

所

O
行
政
相

談
委
員

井
上

指
定
金
融
機
関
制
度
の
あ
ら
ま
し
は

七
月
号
の
乙
の
広
報
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
簡
単
に
公
金
の

収
納
と
支
払
い
に
つ
い
て
再
度
御
説
明

致
し
ま
す
。

。
収
納

税
金
な
ど
を
納
入
す
る
人
は
指
定
金

融
機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関
、
役
場

内
指
定
金
融
機
関
派
出
所
に
納
入
通
知

書
に
よ
り
現
金
で
納
入
し
ま
す
。
収
納

関
係
に
つ
い
て
は
今
迄
と
大
し
て
変
り

ま
せ
ん
。

。
支
払
い

川
現
金
に
よ
る
支
払
い

役
場
内
指
定
金
融
機
関
派
出
所
に
て

支
払
指
定
日
に
午
前
九
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
迄
)
現
金
の

支
払
い
を
致
し
ま
す
。

山
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

支
払
い
を
受
け
る
人
の
預
金
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。
何
処
の
金
融
機
関

で
も
良
い
の
で
す
が
、
中
銀
、
昭
和
支

屈
の
口
座
が
あ

る
場
合
に
は
当

日
に
入
金
さ
れ

ま
す
。
乙
の
方

法
が
便
利
で
事

故
防
止
に
な
り

ま
す
。

間
送
金
支
払
い

預
金
口
座
が

な
く
、
し
か
も

「シートベルト jおねがいします~

な
お
、
山
梨
行
政
監
察
事
務
所
で
は
、

「
山
梨
行
政
苦
情

二

O
番
」
を
開
設

し
、
勤
務
時
間
内
に
お
い
て
常
時
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

電
話
は
、

O
五
五
二

1
五
二

1
一一

0
0番
(
困
っ
た
時
は
、
コ
コ
ニ
、
イ

ツ
で
も
一
一

O
番
)
で
す
。
御
利
用
下

大」い。

享

氏
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あ
な
た

の
国

民
年
金

基
礎
年
金
は
三
種
類

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
二
十
五
年
以
上
加
入
し
た
人
が

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
支

給
す
る
の
を
原
則
と
し
ま
す
。

そ
の
額
は
、
六
十
万
円
(
月
額

五
万
円
)
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の

額
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の

四
十
年
間
す
べ
て
保
険
料
を
納
め

た
人
の
場
合
で
す
。
も
し
四
十
年

の
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ

る
と
、
四
十
年
に
不
足
す
る
期
間

分
だ
け
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
免
除
期
聞
に
つ
い
て
は
、

年
金
額
が
3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
施
行
日
(
昭
和
六
十
一

年
四
月
一
日
)
に
六
十
歳
以
上
の

人
(
大
正
十
五
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
の
人
)
た
ち
は
、
改
正
前

の
ル

l
ル
に
よ
っ
て
年
金
を
v

つ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
六
十
万
円
」
は
、
昭
和
五
十

九
年
度
価
格
に
よ
る
表
示
で
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
に
実
際
に
新
制

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
は
、
昭

和
六
十
年
末
ま
で
の
物
価
上
昇
率

に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

⑨
中
高
年
者
の
特
例

国
民
年
金
が
発
足
し
た
の
は
、

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
で
す
。

乙
の
と
き
三
十
一
歳
以
上
の
人
(

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
)
は
、
国
民
年
金
に
二
十

五
年
以
上
加
入
す
る
乙
と
が
困
難

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
年
齢

に
応
じ
て
二
十
一

1
二
十
四
年
の

加
入
で
も
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
と
き
二
十
歳
以
上

の
人
(
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
)
は
、
六
十
歳

に
な
る
ま
で
に
四
十
年
加
入
す
る

乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て
は
、
昭
和

三
十
六
年
四
月
以
後
六
十
歳
に
な

る
ま
で
の
間
(
加
入
可
能
年
数
)

の
保
険
料
が
す
べ

て
納
め
ら
れ
て
い

る
場
合
に
、
六
十

万
円
(
月
額
五
万

)
の
老
齢
基
礎
年

金
を
支
給
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
乙
れ
ら
を
計

算
式
で
示
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

老齢基磁年金計算例(加入可能年数40年の人)

-保険料を納めなかった期聞がある人の場合

60歳20歳

保険料納付保険料納付

保険料を納 l保険料を免除，/1/ 

めた月数 l された月数 八万

60万円×
加入可能年数x12

17年16年

396月
年金額=600，000円×一一一=495，000円(月額41，250円)

480月

* r60万円Jは、昭和59年度価格による

表示で、昭和61年 4月に実際に新制度が

スタートするときは、昭和60年末までの

物価上昇率に応じて改定されます。

60歳

組厚生年金保険に加入したニとがある人の場合

退職 国民年金加入20歳

老齢基礎年金

65歳から
年額60万円

障害基礎年金
1級年額75万円
2級年額60万円

遺族基礎年金

年額60万円

108月+252月
年金額=600，000円x .vv':o~:v~.. 450，000円(月額37，500円)

480月

※昭和36年4月以後の厚生年金保険の加入期間(脱退手当金をう

けた期間を除きます)は、国民年金の保険料を納めた期間と同

様に扱われます。乙の場合、別に厚生年金から 9年分の老齢厚

生年金が受けられます。

障
害
基
礎
年
金

今
の
障
害
年
金
は
、
拠
出
制
の

年
金
と
福
祉
年
金
と
で
年
金
額
に

聞
き
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ
が
新
国

民
年
金
で
は
、
障
害
基
礎
年
金
に

一
本
化
さ
れ
、
二
十
歳
前
の
障
害

の
方
に
も
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

か
ら
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
金
月
額
は
、
一
級
六
万
二
千

五
百
円
、
二
級
五
万
円
で
、
子
が

あ
る
場
合
は
、
一
人
目
・
二
人
目

各
一
万
五
千
円
、
三
人
目
以
降
各

五
千
円
(
い
ず
れ
も
昭
和
五
十
九

年
度
価
格
)
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
障
害
福
祉

年
金
に
あ
た
る
年
金
は
大
幅
芯
改
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善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

*
初
診
目
前
に
保
険
料
の
未
納
期

間
が
加
入
期
間
の

3
分
1
以
上
あ

る
人
は
障
害
基
礎
年
金
を
う
け
ら

れ
ま
せ
ん
(
昭
和
七
十
一
年
三
月

ま
で
は
直
近
の
一
年
間
に
保
険
料

の
未
納
期
間
が
な
け
れ
は
う
け
ら

れ
ま
す
)
。

遺
族
基
礎
年
金

新
し
い
国
民
年
金
で
は
、
い
ま

の
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺

児
年
金
は
、
遺
族
基
礎
年
金
に

一

本
化
さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
を
う
け
ら
れ
る

の
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
老
齢
基

礎
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
の
収
入
で

生
活
し
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
で
す
。

年
金
月
額
は
、
五
万
円
で
、

一

人
目

。
二
人
目
の
子
は
各
一
万
五

千
円
、
三
人
目
以
降
の
子
各
五
千

円
(
い
ず
れ
も
昭
和
五
十
九
年
度

価
格
)
が
加
算
さ
れ
ま
す
(
妻
の

場
合
)
。

死
亡
し
た
人
に
保
険
料
の
未
納

期
間
が
加
入
期
間
の

3
分
の

一
以

上
あ
る
と
き
は
、
遺
族
基
礎
年
金

を
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

(
昭
和
七
十
一
年
三
月
ま
で
は
、

直
近
の

一
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
け
れ
ば
う
け
ら
れ
ま
す
)
。

改
正
前
か
ら
国
民
年
金
に
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

農
業
や
自
営
業
な
ど
の
人
で
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
(
施
行
日
)

に
六
十
歳
末
満
の
人
(
大
正
十
五

年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
た
人
)

は
、
新
し
い
制
度
で
は
第
一
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
加
入
の

手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
乙
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
年
金

K
加
入
し
て
い
る
人

も
新
し
く
国
民
年
金
に
加
入
す
る

乙
と
に
な
り
ま
す
が
、
加
入
さ
れ

て
い
る
厚
生
年
金
の
方
で
必
要
な

手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、
ご
本
人

が
改
め
て
手
続
き
を
す
る
乙
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
国
民
年
金
で
は
、
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
」
と
な
る
と
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
の

①20歳以よ60歳未満
の自営業者等(第 1
号被保険者)

O 

② 厚生年金の加入者
(第 2号被保検者)

者

満

サ

」

)

、1J、
は
未
「
様
者

ザ
よ
宗
一
引
晶
明
者
奥
険

回一JZ
¢
閃
偶
の
保

市
、
↑ぺ
畠
金
上
配
ン
被

必
門戸ぽ
炉
年
以
養
マ
号

同べ

J
}
生
歳
扶
一

3

d
B院
悩
厚
却
被
リ
第

⑤

の
の
ラ
(

方
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
負
担

す
る
形
に
な
り
ま
す
が
、
乙
の
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
」
(
第
三
号

被
保
険
者
)
に
な
る
た
め
に
は
、

町
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
で
届

出
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乙
の
届
出
の
手
続
き
を
忘
れ
ま

す
と
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
現
在
国
民
年
金
に
希

望
し
て
加
入
し
て
お
ら
れ
る
方
に

は
、
乙
の
秋
に
届
出
の
用
紙
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の
用
紙

を
使
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

陸
軍
美
し
く
も
楽
し
く
来
い
る
た
め
に

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

(
看
護
部
長
)

く〉

九
月
と
い
う
の
は
看
護
婦
職
能
集
団

で
あ
る
「
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
」

の
主
催
、
厚
生
省
後
援
に
よ
る
「
老
人

看
護
月
間
」
で
す
。

山
梨
県
看
護
協
会
に
お
い
て
は
、
乙

の
行
事
の
一
環
と
し
て
過
日
、
京
都
堀

川
病
院
長
・
早
川
一
光
先
生
を
お
招
き

し
、
記
念
講
演
会
を
聞
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
呆
け
の
理
解
と
看
護
の

仕
方
」
で
す
。
ご
講
演
の
内
容
を
、
私

ど
も
看
護
者
側
だ
け
に
止
め
て
お
く
に

は
あ
ま
り
に
も
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
と
の
紙
面
を
お
借
り
し

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

急
速
な
老
令
社
会
と
か
呆
け
の
問
題

と
か
が
折
に
ふ
れ
て
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

せ
て
お
り
ま
す
が
、
一
口
に
呆
け
と
い

っ
・
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

幼
児
期
に
は
、
遊
び
ほ
・
つ
け
る
と
い

う
呆
け
が
あ
り
、
青
年
期
に
は
「
惚
れ

る
」
と
い
う
一
種
の
呆
け
が
あ
り
こ
れ

は
、
心
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
見
え
る
も

の
が
見
え
な
く
な
る
呆
け
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
壮
年
期
に
は
「
と
ぼ
け

る
」
と
い
う
、
知
っ
て
る
と
と
で
も
知

ら
な
い
ふ
り
を
す
る
呆
け
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
老
人
の
呆
け
と
は
、
そ
れ
だ

け
寿
命
が
延
び
た
た
め
で
「
お
め
で
た

平

美

-B
E
S
F
 

代

い
と
と
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
た
い
も

の
で
す
。
又
、
呆
け
を
治
す
乙
と
は
で

き
な
く
て
も
、
予
防
す
る
乙
と
は
で
き

ま
す
。

O
常
に
感
動
す
る
乙
と
。
見
慣
れ
た
月

で
も
フ
ト
見
た
月
を
奇
麗
だ
な
と
、

感
動
す
る
心
を
忘
れ
な
い
。

O
常
に
感
謝
す
る
乙
と
。
物
事
を
眼
だ

け
で
と
ら
え
ず
、
心
で
物
を
見
る
よ

う
に
し
て
常
に
感
謝
の
気
持
を
も
っ
。

O
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
・
学
ぶ
乙

と
。
そ
ろ
ば
ん
と
は
計
算
で
は
な
く

予
測
す
る
乙
と
で
あ
る
。

O
働
く
乙
と
、
体
を
動
か
す
乙
と
。
働

く
乙
と
と
は
常
に
相
手
の
こ
と
を
考

え
る
乙
と
で
あ
る
。

O
辛
抱
す
る
乙
と
。

O
笑
ひ
の
あ
る
人
生
を
過
す
乙
と
。

以
上
の
六
つ
は
、
ど
れ
も
脳
に
刺
激

を
与
え
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な

人
に
も
一
度
し
か
な
い
人
生
、
そ
の
八

O
年
を
美
し
く
も
楽
し
く
老
い
る
為
に

自
分
に
も
他
人
に
も
刺
激
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
毎
日
を
積
み
重
ね

た
い
も
の
で
す
。

企
画

財
団
法
人

里
仁
会
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昭
和
町
は
六
十
年
度
・
六
十
一
年
度

山
梨
教
育
推
進
市
町
村
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

ロ
す
べ
て
の
人
が
、
し
あ
わ
せ
と
生
き

が
い
と
活
力
に
み
ち
た
人
生
を
創
り

だ
し
て
い
く
た
め
の
人

c

つ
く
り
で
す
。

口
山
梨
の
風
土
に
根
ざ
し
た
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
、
情
操
ゆ
た
か
で
、

香
り
高
い
文
化
を
求
め
つ
寸
つ
け
る
よ

う
な
人
、
、
つ
く
り
で
す
。

ロ
住
民
の
力
で
も
り
あ
が
る
住
民
主
要

行
政
支
援
の
県
民
教
育
運
動
で
す
。

ロ
山
梨
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

国
際
社
会
に
役
立
つ
人
を
育
て
る
と

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の

教
育
機
能
が
互
い
に
協
力
し
合
わ
な
け

れ
ば
、
目
標
の
達
成
は
で
き
ま
せ
ん

D

l

ま
ず
、
大
人
た
ち
が
、
「
次
の
世

代
に
何
を
残
す
か
」
を
考
え
、
地
域
の

特
色
を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
る
乙
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
当
然
、

本
町
な
り
の
昭
和
教
育
を
み
ん
な
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
-
¥
芝
伝
統
あ
る
地
区
別
対
抗
野
球
大
会
開
催

・

43.

一
、
様
、

広
長
マ
栄
光
の
優
勝
旗

一
叫
河
西
チ
!
ム
に

わ-つよし

八
月
十
八
日
、
押
原
中
学
校
々
庭
・

釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
で
十
一
チ

ー
ム
の
参
加
の
も
と
、
第
二
十
二
日
」
肝

和
町
地
区
別
野
球
大
会
(
主
催
・
町
体

育
協
会
)
が
聞
か
れ
猛
暑
の
中
で
各
試

合
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

女
試
合
の
結
果
女

優

勝

・

河

西

チ

1
ム

準
優
勝
・
河
東
中
島
チ
l
ム

三
位
・
西
条
一
区
チ
!
ム

三
位
・
紙
漉
阿
原
チ
!
ム

決
勝
戦
・
河
西
対
河
東
中
島

(
六
回
降
雨
コ
ー
ル
ド

1
対

0
)

工事入札結果~者一也氏。
6
加

VAm 
八々も

昭和 60年 8月執行分

工事名 工事場所 落札金額 落札業者 担当課

円
丸浜舗道側

町単農道舗装

工事
河西地区 1，010，000 甲府市東光寺 経済課

1-7-8 

側早野組
// 河東中島地内 3，100，000 甲府市東光寺 // 

1-4-10 

築地新居地内
新光建設側

// 1，300，000 甲府市青葉町 // 

飯 喰
11-25 

県単補助農道
河東中島地内 1.200.000 丸浜舗道樹 // 

舗装工事

町単農道舗装
山英建設糊

工事
// 2.560.000 甲府市丸の内 // 

2 -16-6 

側丸徳組
// // 2，620，000 甲府市丸の内 H 

3 -19-3 

町営住宅水道
側米山実業

管取替工事
常永団地 7，975，000 西条 2180-1 建設課

町道昭和 2，7 日興建設欄

号線道路改良 押越地内 7，880，000 押越 2130 // 

工事

1う
庁、¥-ti7 ~rt 



あしらせ

争雪

わ

体
育
祭
中
止
の

お
知
ら
せ

-つよ

す
で
に
御
承
知
の
と
お
り
昭
和
六

十
年
は
国
民
体
育
大
会
・
ボ
ク
シ
ン

グ
会
場
と
し
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
六
十
一
年
は
大
会
開
催

年
で
あ
り
ま
す
の
で
昭
和
町
町
民
体

育
祭
は
今
年
、
来
年
と
中
止
に
い
た

し
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
及
び
本
大
会
が

成
功
す
る
よ
う
町
民
皆
様
の
御
協
力

と
御
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し報広(7 )昭和 60年 10月 1日発行
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税

広

報

歴
史
ふ
る
さ
と
さ
ん
ぽ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

-m
拘
古
き
を
た
ず
ね
、
新
し
き
を
知
る
*

昭
和
町
は
、
日
に
日
に
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
達
の
祖
先
が
は
ぐ
く

み
育
て
た
ふ
る
さ
と
を
、
自
分
の
足
で

確
か
め
て
み
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

小
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
、
友
達

を
さ
そ
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

命

日

時

十

月

二

0
日
目

午
前
八
時
三

O
分

1
正
午

や

集

合

昭

和

町

中

央

公

民

館

出
発
時
間
・
八
時
三

O
分

や
コ
!
ス
公
民
館

1
築
地
(
開
拓
の

歴
史
、
水
と
の
戦
い

)
1

飯
喰

1
河
西
(
石
原
家
の

古
文
書

)
1
上
河
東
(
妙

福
寺
、
県
指
定
文
化
財
の

鰐
口
)

や

持

物

水

と

う

、

お

や

つ

や

講

師

柳

沢

八

十

一

氏

や
申
し
込
み
教
育
委
員
会

七
五
|
三
七
三
七

全
国
防
犯
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

c

つ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
十
月
十
一
日
か
ら
二

O
日

ま
で
の
一

0
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
乙
の
運
動
は
全
国
一
斉

に
犯
罪
の
な
い
明
る
い
安
全
な
住
み
良

い
地
域
社
会
の
建
設
を
図
る
乙
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
す
。

・
・
今
年
の
運
動
の
重
点
は
・
・

O
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化

O
空
色
巣
、
忍
び
込
み
等
の
侵
入
盗
の
防
止

な
お
、
乙
の
運
動
の
期
間
中
の
十
月

十
四
日
開
午
後
一
時
三

O
分
か
ら
県
民

会
館
大
ホ

i
ル
に
お
い
て
「
山
梨
県
防

犯
県
民
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ど
参
加
を
お
願
い
し
ま

す。

-

防

犯

標

語

・

0
考
え
て
、
ぼ
く
ら
が
育
つ
環
境
を

。
力
ギ
か
け
は
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

有
害
図
書
自
動
販
売
機
を

つ
い
に
町
内
か
ら
追
放

最
近
に
お
け
る
少
年
非
行
の
現
状
を

鑑
み
る
に
、
そ
の
要
因
が
地
域
社
会
の

俗
悪
化
と
環
境
汚
染
に
よ
る
有
害
環
境

に
あ
る
乙
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

町
内
に
は
、
有
害
図
書
自
動
販
売
機

が
多
い
と
き
に
は
十
台
も
設
置
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
設
置
場
所
提
供

者
の
ど
理
解
と
協
力
を
得
て
、
本
年
八

月
自
動
販
売
機
の
す
べ
て
が
撤
去
さ
れ

ま
し
た
。
次
代
を
担
う
少
年
達
が
健
康

で
明
る
い
社
会
環
境
に
あ
っ
て
健
全
に

育
成
す
る
乙
と
を
願
い
、
再
び
業
者
の

甘
い
言
葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
設
置
さ
れ
な

い
よ
う
町
民
各
位
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

総
泣
き
寝
い
り
は
・
..... .
 

あ
な
た
の
損
で
す
器

犯
人
が
起
訴
さ
れ
な
い
/

不
満
の
方
は

検
査
審
査
会
へ
:
:
・

十
一
人
の
審
査
員
が

あ

な

た

の

事

件

を

も
う
一
度
調
べ
ま
す

。
お
気
軽
に
検
察
審
査
会
事
務
局
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

O
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用

は
一
切
無
料
で
す
。

O
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

甲
府
検
察
審
査
会

三
五
|
一
一
三
一

ー
あ
わ
て
ず
、
要
領
よ
く
、
正
確
に

i

.
ま
ず
火
災
か
、
救
急
か
伝
え
る

・
場
所
(
住
所
)
は
ど
こ
か

-
建
物
は
木
造
か
、
ビ
ル
か
、

何
階
か

-
脱
出
不
能
の
人
の
有
無
や
け
が
人
は

・
現
場
付
近
に
目
印
は

(
早
く
知
ら
せ
る
)

一
一
九
番
を
回
し
て
も
消
防
車
は
す

ぐ
に
や
っ
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
現
場
到
着
ま
で
数
分
か
か
り
ま
す
。

(
早
く
消
す
)

損
害
を
最
少
限
に
す
る
に
は
、
初
期

消
火
の
で
き
る
3
分
以
内
が
大
切
で
す
。

火
事
/
と
思
っ
た
ら
大
声
を
出
し
て
近

く
の
人
に
応
援
を
求
め
早
く
消
す
乙
と

が
大
切
で
す
。

(
早
く
逃
げ
る
)

初
期
消
火
に
失
敗
し
た
ら
、
早
自
に

お
年
寄
り
ゃ
子
供
、
病
人
を
最
優
先
に

避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

お
祝
い
電
報
は
三
目

前
ま
で
に

秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
、
お
祝
い
電
報

は
配
達
日
の
一

O
日
前
か
ら
三
日
前
ま

で
な
ら
一
五
O
円
の
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

大
安
日
の
前
日
、
土
曜
、
日
曜
日
の

午
前
中
は
、
大
変
乙
み
あ
い
ま
す
の
で

な
る
べ
く
他
の
日
の
午
後
に

H

配
達
目

指
定
の
お
祝
い
電
報
N

と
い
っ
て
二

五
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

(
O
五
五
ニ
)

三
三
|
ニ
九
九
四

(
無
料
)
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問問問保健衛生だより開鰍謙

日時 10月5日(土)・ 19日(土〉

午前 9時--11時30分 実施日 受付時間 該 当 児 場所

場 所 中央公民館 10月 15日 昭和59年9月生まれ

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。 (火) 午後 1時 /1 12月生まれ 中央

妊娠証明書は必要ありません。 10月 16日 --2時 昭和60年 3月生まれ 公民館

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 (水〉 6月生まれ

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま|持ち物 母子手帳・筆記用具

すのでお気軽にお出かけください。

実 施日

受付時間

10月17日(木〉

午後 1時--2時

場 所 中央公民館(受付は講堂でします)

該 当児 昭和55年5月 1日~昭和55年8月31日までの

出生児、及び前回未受診児。

持 ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでど承知おきください。

日 時 10月25日(金)午後 1時--2時

場 所 中央公民館

該当児 砂 I期....一昭和58年3月 1日~昭和58年8月

日時 10月25日(金)

午前10時20分--10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒモでしっか

り封をしてください。

実施日 場 所 受付時間 料 金

10月7日 中央公民館 午前8時30分 500円

(月) (講堂) --10時
※ただし70歳以

上の方は無料
です。

31日までの出生児。 1<注意事項>。検査当日は飲食しないで会場へおこしくださ

砂E期…… I期3回を完了して 1年から 1年 6 I 

か月以内の者。

砂昭和56年9月 1日~昭和58年 2月28日まで

の出生児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにして下さいo

o接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ下さい。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。

2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起とした者。

実施日 10月 24日(木)

受付時間 午前10時--11時

場 所 中央公民館(講堂)

対 象 要精密検査の通知を受けた方。

手ヰ 金 無料

<第 1次結核レントゲン検診の結果について>

9月lと実施した検診の結果、精密検査が必要な方には個λ通

知を送付しました。その他の方については全員異常ありませ

んでしたのでお知らせします。

実施日 10月 7日(月)

受付時間 午前B時30分--11時30分

場 所 中央公民館

対 象 要精密検査の通知を受けた方。

料 金 500円 ※ただし、 70歳以上の方は無料。

内 ，谷~ 眼底検査、心電図



、J

貌
こ

な
る
た
め
に

わ

普
通
、
中
2
か
ら
高
2
に
か
け
て
、

体
が
急
に
大
人
な
み
に
成
長
し
ま
す
。

し
か
し
心
の
成
長
が
伴
な
わ
な
い
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
も
う
大
人
だ
か
ら
干

渉
す
る
な
と
大
人
ぶ
っ
て
み
た
り
、
ま

だ
子
供
だ
か
ら
と
甘
え
て
み
た
り
、
精

神
的
な
依
存
と
分
離
が
混
同
す
る
第
2

反
抗
は
自
立
と
自
己
主
張
の
た
め
の
身

体
で
の
反
抗
で
す
が
、
第
2
反
抗
期
は
、

親
や
先
生
や
社
会
の
考
え
方
に
対
す
る

心
の
反
抗
で
す
。
し
か
し
最
近
頻
発

す
る
家
庭
・
学
校
で
の
暴
力
に
つ
い
て

あ
る
学
者
は
、
幼
児
期
に
手
を
か
け
す

b
d
パ
ノ
ト
ベ
ザ

-つよ

《
第
二
反
抗
期
》

し

-v散
歩
す
る
魂
を

ひ
き
と
め
ま
し
ょ
う
'
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ぎ
て
幼
児
期
の
反
抗
が
な
い
ま
ま
成
長

し
て
乙
の
時
期
に
な
っ
て
、
二
つ
の
反

抗
が
重
な
っ
た
と
説
明
し
ま
す
。
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
魂
の
散
歩
を
す

る
乙
と
も
多
い
の
で
す
。
密
室
志
向
と

い
っ
て
個
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
シ
ン
ナ

ー
・
バ
イ
ク
・
ラ
ジ
カ
セ
・
携
帯
用
録

音
機
を
耳
に
し
て
、
共
鳴
す
る
友
人
以

外
と
は
つ
き
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
極
度
に
正
義
感
が
強
く
、
身
近
な
人

へ
の
鋭
い
批
判
を
し
ま
す
。
だ
か
ら
両

親
自
身
の
行
動
に
誤
り
が
な
い
よ
う
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乙
の
時

期
を
過
ぎ
る
と
自
分
な
り
の
人
生
観
を

持
つ
よ
う
に
成
長
し
ま
す
か
ら
、
気
長

に
暖
か
く
見
守
っ
て
や
り
、
た
え
ず
愛

情
を
注
ぐ
乙
と
が
母
親
に
と
っ
て
大
切

で
す
。
特
に
父
親
は
社
会
の
現
実
を
正

し
く
教
え
、
度
を
過
ぎ
た
要
求
を
抑
え

る
一
貫
し
た
き
び
し
さ
と
、
子
供
と
論

議
す
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は

父
親
と
し
て
の
信
条
を
持
ち
、
親
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
供
に

過
大
な
期
待
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
、

裸
に
な
っ
て
大
人
と
大
人
の
つ
き
合
い

で
生
き
て
い
く
こ
と
の
辛
さ
と
喜
び
を

体
得
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〉
」
イ
つ
/
淳
之
俳
句

(
五
十
音
順
)

湧
く
清
水
葬
彼
と
な
く
杓
移
り

今
朝
秋
の
病
状
聞
く
や
垣
根
越
し

磯

部

信

与

迎
ヘ
ル
へ
や
弟
父
に
似
て
永
た
り

手
に
か
ろ
さ
竹
ひ
ご
閉
局
捨
て
が
た
く

長
田
そ
の
子

貯
金
な
く
定
年
も
な
さ
羊
を
刈
る

え
病
ん
で
部
屋
を
乱
し
ぬ
盆
近
し

小
沢
百
合
子

花
火
屑
燃
す
ご
み
の
中
ま
た
鳴
り
ぬ

貝
殻
羊
出
湯
の
庭
は
広
々
と

河

田

好

子

亡
え
の
筆
捨
て
が
た
か
り
し
秋
灯
下

研
ざ
し
鎌
羊
た
め
し
切
る
夏
の
川

輿
石
さ
車
代

点
滴
の
終
る
白
粉
花
の
白
ば
か
り

白
桃
の
戒
の
か
く
れ
て
盛
ら
れ
け
り

内
藤
ふ
く
次

夏
涼
し
枕
に
水
の
溢
れ
た
る

精
こ
め
て
法
師
埠
の
み
命
け
る
か
な

松

岡

満

子

盆
踊
り
母
も
子
も
い
て
祖
母
も
い
て

薬
草
の
色
と
り
ど
り
の
土
用
干
し

薬

袋

花

枝

合
民
自
績
@
姐
間

冷
凍
食
品
と
は

冷
凍
食
品
の
保
管
温
度
は
食
品
衛
生

法
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
C
以
下
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

J
A
S
規
格
で

は
マ
イ
ナ
ス
一
八
度
C
と
な
っ
て
い
て
、

業
界
で
は
乙
の
基
準
に
従
っ
て
い
ま
す
。

冷
凍
食
品
は
容
器
包
装
さ
れ
て
い
る

の
で
、
多
く
の
場
合
中
味
の
品
質
の
判

断
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
表

示
を
み
て
、
信
頼
の
で
き
る
商
品
を
選

び
ま
す
。
い
ま
一
つ
注
意
す
べ
き
点
は

屈
の
保
管
状
況
、
乙
と
に
温
度
管
理
で

す
。
と
い
う
の
は
、
冷
凍
食
品
は
温
度

が
上
昇
し
ま
す
と
、
品
質
が
低
下
し
、

時
に
は
解
凍
さ
れ
て
細
菌
が
増
え
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

-vお
め
で
ど
う

十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

亀~世辞世世辞世世辞世辞世@勾~~~... 世世~句勾~~~~世辞世許世...... -世世世辞~辞世辞世a

石渡石小須菊 l 

田遺 川林 田池氏
キ江
ヨ 身文名
子浩 子明

西

条

二

区

泰
至

弘
子

築

地

新

居

¥ーノ

西

条

二

区

‘' 
氏

名

横

山

美

佳

瀬

戸

一

誠

角

野

良

子

窪

田

巧

今
津
奈
津
子

渡

遺

公

人

保

坂

雄

太

中

村

紘

子

江

原

健

二

星

野

経

彰

関

口

知

里

保
忠経英猛照 昭 賢一典護
志 隆夫志雄仁仁進造彦明者

地

区

飯

喰

上
河
東
二
区

西

条

二

区

紙

漉

阿

原

上
河
東
二
区

清

水

新

居

西

条

二

区

押

越
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~(Q)~の乙川
1<2+ I乳児健康診査(中央公民館)

行政相談(中央公民館Pl--4)

5歳児健康診査(中央公民館〉

入浴サービス(ねたきり老人)

母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

歴史ふるさとさんぽ(常永方面)

第 1次結核レントゲン検診精密
検査(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

不用犬収集日 (1日役場前)

地区対抗40才以上男子ソフトボ
ノレ大会(押原中)

固定資産税第 3期納期限

国民健康保険税10月分納期限

16 
家庭教育一日育児教室(中央公

民館)

貯蓄の日

17 
ひとり暮し老人食事サービス

統計の日
18 

人老灼
J

お
Cたねスビサ浴入

19 

えびす講
20 

母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

婦人労働旬間
.......31日21 

22 胃レントゲン検診(中央公民館)
成人病検診精密検査(中央公民
館)

念記話

日

降

電

の

信

連

霜
電
日
一
国

23 

24 

レ一

劇

ボ

マ

ト

コ
フ

(

ソ

楽

ん

行

さ
)
日

マ
小
一

マ
原
長

抗
押
合

対
(
組

区
会
税

地
大
納

25 

日の力
夜

子
三

原
十26 

読書週間
27 

文化講演会(今・生命から)午
後 1: 30--(中央公民館)

28 
福祉大運動会〈押原小)

29 

30 
乳児健康診査(中央公民館)

(かんなづき)OCTOBER =神無月

@⑧5 

労働衛生週間
法の日

2 

3 

里親デー

4 

5
 

吋

国際交通週間
6 

ア

露寒

8 
世界郵便デー

9 

回体育の日
目の愛護デー10 

全国防犯運動
.......20日11 

12 

秋の行政相談
週間.......19日
県民体育の日

鉄道記念日

13 

14 

15 

同サ

〆〆

可

燃

物

3 

円)

H 

7 

// 

閑

/〆

11 

ノ〆

伺)

14 

// 

メ，

。1<)

16 

金

属

類

δζ 
7f<;: 

地

西

区

叶司

可

燃

物

17 

全

地

区

18 

金

属

類

信討伺)

可

燃

物

21 

全

地

区

24 

吋d

〆'/

ノノ

28 

円)

ノノ

31 

叶守

※
ゴ
ミ
は
収
集
日
当
日
午
前

8
時
初
分
ま

で
に
指
定
の
袋
ま
た
は
荷
札
を
使
い
、
氏

名
等
を
記
入
の
う
え
収
集
場
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
可
燃
物
の
収
集
日
は
毎
週
月
、
木
曜
日

で
す
。
不
燃
物
は
、
ガ
ラ
ス
類
と
金
属
類

の
収
集
日
が
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

収
集
日
が
祝
祭
日
に
あ
た
る
場
合
は
翌
日

収
集
と
な
り
ま
す
。

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
収
集
場
所
に
備
え

付
け
の
「
使
用
済
み
乾
電
池
田
収
缶
」
へ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま

、す
の
で
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合
は
必

ず
缶
に
穴
を
あ
け
て
中
の
気
体
を
抜
い
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。


